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「帯状疱疹ワクチン 最近の話題」 

                                 藤田医科大学 小児科教授 吉川 哲史 

VZV感染症 

はじめに、帯状疱疹を起こす水痘帯状疱疹ウイルス（VZV）感染症のおさらいをした

いと思います。 

VZV は初感染で水痘を起こし脊髄後根神経節に潜伏感染した後、高齢者もしくは免疫

不全宿主で再活性化し帯状疱疹を起こします。水痘ワクチン定期接種化に伴って、水痘

だけではなく、本日のテーマである帯状疱疹の疫学も大きく変化してきています。 

 

帯状疱疹 

帯状疱疹は、米国では毎年約 120万人の

罹患者があり、30 億ドルの医療費がかか

ると推計されています。帯状疱疹罹患後の

帯状疱疹後神経痛が、患者さんの Quality 

of Life を非常に下げるということで問

題になっていますが、最近のデータでは、

脳梗塞や dementia との関連性も示唆され

ています。30％の人が一生に１回は罹患し、

加齢に伴って VZV 特異的細胞性免疫能が

低下することにより、高齢となるほど発症

リスクが上昇します。さらに、高齢になる

ほど帯状疱疹後神経痛のリスクも上昇し

ます。 

現在、世界的に増加傾向で、一般的に男

性に比べて女性に多いとされています。リ

スクファクターとしては免疫不全、あるい
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は自己免疫疾患、外傷、糖尿病などが挙げられています。 

 

水痘ワクチンの開発の歴史 

この帯状疱疹を防ぐ上で重要な鍵を握るワクチンですが、そのワクチンの１つには、

現在使われている水痘ワクチンが使用されています。水痘ワクチンは、麻疹や風疹、ム

ンプスなど他の弱毒生ワクチンと異なり、我が国で開発された世界で唯一の水痘ワクチ

ン株が使用されています。1974 年、大阪

大学の高橋先生らが開発し、私の師匠であ

る浅野先生が臨床研究をされその成果を

Lancet 誌等に報告して、世界中にその高

い安全性と有効性が認められるようにな

りました。当初、1987 年に日本で製造承

認を受けたのですが、米国で先に FDAの認

可 を 受 け 一 般 的 な universal 

immunizationが始まっています。2014年、

日本では遅れて定期接種化されて、子供た

ちに現在２回の水痘ワクチンが接種されています。 

先に universal immunization が始まっ

た米国では、多くのワクチンの効果につい

ての報告がなされています。このワクチン

の universal immunization により、もち

ろん水痘患者の発生率は下がりますし、水

痘患者の入院者数も減ります。さらに、そ

れに関連した死亡者数も減少するという

ことが明確になっています。同じようなデ

ータが日本からも報告されており、実際に

日本でも子ども水痘患者数は激減してい

ます。 

このワクチンは、in-vitro の研究の結

果から、野生の水痘ウイルスと同じように

神経節には潜伏感染しますが、野生株に比

べて非常に再活性化しにくいことが分か

っています。このため、このワクチンの接

種を受けた人の神経節には、野生の水痘ウ

イルスに感染した人と同じようにウイル

スが潜伏感染すると思われますが、そこか



ら再活性化してくる頻度は非常に低い可

能性がこの in-vitro 研究から示唆されて

います。従って、ワクチンを受けた人は、

自然に水痘に罹患した人に比べて帯状疱

疹のリスクは低いということになります。 

実際に米国では、このワクチンを受けた

子供たちの帯状疱疹の発生頻度が非常に

低いことが既に報告されていますし、特に

１回接種者より２回接種を受けた人のほ

うが有意に帯状疱疹の発生頻度が低いこ

とも分かっています。 

 

水痘患者減少と帯状疱疹患者増加の関係性 

それでは、定期接種が始まって水痘の患者さんが減少し、それに伴ってどうして帯状

疱疹が増えてきたのかということを簡単に説明したいと思います。 

水痘に罹患する、あるいは水痘ワクチンを接種することに伴って、その感染者あるい

はワクチン接種者の体の中で VZVに対する特異的な細胞性免疫能が誘導されます。その

後、誘導された免疫能は時間の経過とともに徐々に低下していきますが、かつては水痘

の患者さんが周囲にたくさんいたので、

VZVの暴露を再び受けるということになり

ます。そのウイルスの暴露に伴い、一旦得

られた細胞性免疫能がブースターを受け

て再び上昇することで、高齢になるまで

VZV特異的細胞性免疫能が長期間維持され

帯状疱疹から守られていたことになりま

す。しかしながら、水痘の患者さんが減少

すると、いわゆるその感染暴露の頻度が減

りますので、子どもの頃に得られた VZV特

異的細胞性免疫能が速やかに減衰してし

まい、より若い頃から帯状疱疹になりやす

くなってしまうことが推測されます。この

ようなメカニズムにより、水痘患者さんの

減少に反比例して帯状疱疹の患者さんの

発生頻度が上昇する、あるいは若い人でも

帯状疱疹になってしまうというわけです。 

実際に我が国では、宮崎スタディといっ



て宮崎県の皮膚科の先生方が中心となって、宮崎県全体の帯状疱疹の発生頻度をずっと

経年的に追ってみえます。そのデータを見ても、年を経るごとに帯状疱疹の患者さんが

増えていることが示されています。特に 20代から 49歳代の人たちで、近年の帯状疱疹

の増加が顕著であるということが示されています。 

このように水痘患者さんが減少するこ

とによってブースター効果が得られなく

なってしまったため、人工的にブースター

効果を付与する目的で帯状疱疹ワクチン

が考案されてきました。実際に、既に 2003

年の時点で、高橋先生らが子どもに使用し

ている水痘ワクチンを高齢者に接種する

ことにより、接種を受けた高齢者で VZV特

異的な細胞性免疫能が誘導されることが

示されています。 

 

帯状疱疹ワクチン 

現在使われている帯状疱疹ワクチンには、先ほどから申し上げている水痘ワクチン、

いわゆる弱毒生ワクチンと不活化サブユニットワクチンの２種類があります。これらの

ワクチンは帯状疱疹を予防する効果と、それに伴って起こってくる疱疹後神経痛を抑え

る効果が証明されています。 

さらに、冒頭申し上げたように、このウイルスの再活性化に伴い脳梗塞を発症する可

能性が示唆されています。よって、帯状疱疹ワクチン接種によりそのような神経合併症

の抑制につながる可能性も考えられ、今後注意深く動向を見てゆく必要があると思いま

す。 

これら２つのワクチンのうち、弱毒生ワクチンは水痘ワクチンとしての長年の使用実

績があります。ですので、非常に安全性は高いと考えていただいて良いと思います。し

かしながら、弱毒生ワクチンですので帯状

疱疹の発症リスクが高い免疫不全の患者

さんには使用できません。また、免疫原性、

効果の持続期間の点で、不活化サブユニッ

トワクチンに比べると劣ることが明らか

になっています。 

一方、不活化サブユニットワクチンは、

強い免疫原性や長い効果持続期間が証明

されていますし、免疫不全宿主への接種も

可能な点が長所として挙げられます。ただ



し、強力なアジュバントが入っているため

に、接種局所の局所反応が強いことが問題

となっています。 

この不活化サブユニット帯状疱疹ワク

チンは、VZV粒子の表面に存在するｇＥと

いう糖たんぱくに強力なアジュバントを

加えたサブユニットワクチンです。アドバ

ンテージとしては、先ほど申し上げたよう

に帯状疱疹の予防効果が非常に強いこと

と、免疫の持続効果が長いこと、それから、

免疫不全宿主へも接種が可能であること

が挙げられますが、ディスアドバンテージ

としまして、２回接種が必要、強い接種局

所反応があることが挙げられるかと思い

ます。 

先ほど少し申し上げたように、VZVの再

活性化に伴って脳梗塞の発症リスクが上

がることが最近注目されていますが、最近

になってこの帯状疱疹ワクチン接種によ

り脳梗塞の発症リスクが下がるというデ

ータが幾つか出てきています。さらに、帯

状疱疹ワクチン接種が dementia の発症を

抑制するという報告も出てきており、この

ような他の VZV 再活性化と感染性が示唆

されているより重症な神経合併症の減少

について、今後詳細な調査が期待されます。 

 

まとめ 

本日のお話をまとめたいと思います。 

水痘ワクチン定期接種化に伴い、水痘患者数が減少した一方で感染暴露により得られ

ていた免疫賦活作用が減弱し、帯状疱疹患者数は増加しています。そこに、新型コロナ

ウイルスワクチン接種後、あるいは COVID-19 罹患後の帯状疱疹発症リスクが増えると

いうことも言われていますので、それらが患者数の増加に拍車をかけている可能性もあ

ります。 

帯状疱疹ワクチンには、水痘ワクチンと同じ弱毒生ワクチンとアジュバントを加えた

不活化サブユニットワクチンの２種類があります。それぞれの特徴を理解して接種を進



めていく必要があると思います。 

帯状疱疹ワクチンは帯状疱疹発症を抑

制するだけでなく、帯状疱疹後神経痛を抑

えることもこれまで明らかなデータとし

て示されています。さらに最近になって、

脳梗塞や、あるいは dementia のリスクを

下げる報告もされてきていますので、今後

注意して、これらのデータが果たして正し

いデータかどうか見ていく必要があると

考えています。 
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